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検索中区社会福祉協議会

「ふくしなか」は区民の方々から寄せられた
共同募金の一部を用いて発行しています。 

令和 2年 3月

No.90
誰もが暮らしやすいまちを目指して

中区の花
「チューリップ」

中区には、13の地区社協があり
それぞれの地域の状況や福祉的な
課題に応じて、様々な活動を行っ
ています。
今回は、その中から 2つの地区の
取組を紹介します。

石川・打越地区は、JR 石川町駅南側のエリア
に位置する、観光地、商業地、住宅地と様々な
顔を持ち合わせた“坂の町”です。
石川・打越地区社会福祉協議会では、昭和 57
年に石川町１丁目婦人部が立ち上げ、昭和 60 年
からは地区社協が主催する『健康会食会』が令和
元年７月に 200 回を迎えました。現在では、２
か月に１度、奇数月に一人暮らし高齢者を対象
に開催しています。毎回約 50 名が参加され、地
域のボランティアの方々 15 名による美味しい手
料理を、皆で味わい堪能した後は、合唱・カラ
オケを楽しんでいます。令和元年度からは、健
康会食会がない月に『スイーツの会』（年 4 回）が
始まりました。石川・打越地区にお住いの方た
ちにとって、新たな交流の場・居場所となって
います。

●賛助会員の皆様（順不同）
蛭田明子様 德永福次様 瀨尾きみ子様 関根政幸様 匿名２名様

横浜健康福祉クラブ様 早川運輸株式会社様 株式会社クリーンアドバンス様 株式会社日生建築計画研究所様
横浜市内装事業協同組合様 株式会社ハンケイ様 アサヒタクシー株式会社様 ポピンズナーサリースクール馬車道様
株式会社産業貿易センター様 港栄作業株式会社様  匿名１社様

なかくふれあい助成金は、地域福祉推進のために、主に中区内で活動している市民活動団体に活用し
ていただく助成金です。４月より、令和２年度分の申込が始まります。今年度も中区社会福祉協議会は
地域の福祉活動を応援します！

高齢者福祉基金助成金は、高齢者を見守り、支えあえるまちづくりを目指して、地域で高齢者を支援
する活動を行う団体に活用していただく助成金です。なお、この助成金の申込には活動エリアの地区社
会福祉協議会との事前調整が必要です。
申込方法等、詳細は中区社会福祉協議会までお問合せください！

本会の趣旨や事業に賛同をしてくださる企業・団体や個人の方々に、「賛助会員」
になっていただきました。みなさまから寄せられた賛助会費は貴重な財源として、
社協の事業に大切に活用させていただきます。ご協力に厚く御礼申し上げます。

●賛助会費 （年会費）団体会員：１口 5,000 円 個人会員：１口 2,000 円
●お振込先 ゆうちょ銀行 〇二九支店 当座 ００２４８０４
 福）横浜市中区社会福祉協議会

受付期間 令和2年4月13日（月）～ 4月28日（火）、
  5月7日（木）～ 5月15日（金）
 ※新規立上事業区分
 令和2年4月1日（水）～ 12月28日（月）

受付時間 期間中の月～土曜日
 午前９時～午後５時まで（郵送・メール不可）
受付窓口 中区社会福祉協議会
 （中区山下町２ 産業貿易センタービル４階）
詳しくは・・・ 令和２年度なかくふれあい助成金手引きを
 ご覧ください。
 手引き配布場所：中区社会福祉協議会
 中区内地域ケアプラザ
 なか区民活動センター
手引きは中区社会福祉協議会ホームページからもダウンロードできます。

関内地区は、中区の中心部に位置し、官公庁
や商業地域です。ビルが多く建ち並び、どんな
人が、どんな困りごとを抱えているのかが見え
にくくなっています。
関内地区社会福祉協議会は、誰もが安心して
自分らしく暮らすことを目的に様々な地域活動
を行っています。５年前に始めた「おしゃべりサ
ロン」は、乳幼児とそのお母さんの参加も増え、
多世代交流の場となりました。また高齢者を対
象に踊りなどを取り入れた健康体操事業「いきい
きルンルン」や、まちの清掃活動、そして小学校
児童の安全を守るための「こども防災ウォーク」
などの活動も行っています。このような活動以
外にも、もちつき大会、子供ラジオ体操など様々
な地区内の活動を支援しています。
四半期ごとに地域のイベントを分かりやすく
まとめた「関内地区地域イベントカレンダー」
を発行配布しています。是非ご覧いただき、皆
さんの参加をお待ちしています。

合唱で“かけあい”をすることも…

スイーツの会200回の時の昼食 地域イベントカレンダーこども防災ウォーク

令和２年度 助成金の申込がはじまります！

賛助会員として中区社協をご支援ください

令和２年度 助成金の申込がはじまります！

賛助会員として中区社協をご支援ください

賛助会費にご協力いただきありがとうございました！賛助会費にご協力いただきありがとうございました！
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令和２年２月 14 日（金）横浜市開港記念会館にて『令和元年度
中なかいいネ！発表会＆第 35 回中区社会福祉大会』が開催されま
した。
社会福祉大会では社会福祉功労者の表彰が行われ、35 名７団体の
皆さまが受賞されました。また、中なかいいネ！発表会では、令和
元年夏に実施した区民意識調査結果の報告の他、中区子ども食堂ネッ
トワーク 代表 梁田理惠子さんから「中区内の子ども食堂の活動とこ
れから」について、中なかいいネ！推進会議委員長 川上富雄教授（駒
澤大学）から、「住民が地域福祉保健計画策定に参加する意義」をテー
マにお話しいただきました。
いよいよ次年度は、第４期中区地域福祉保健計画「中なかいいネ！」
を策定する年にあたります。“えん”と“元気”を未来につないでい
くために、皆さんと一緒に考えていきたいと思います。

社会福祉大会会場の隣、１号室では今年も区内の福祉作業所や震
災復興支援団体など 15 団体が出店し、Jack ふくしバザールが開催
されました。福祉大会の来場者には大会記念品購入に使えるチケッ
トが配布され、開場時間の１３時前にはバザールの開店を待つ方々
が続々とロビーに集まりました。大会の表彰や講演の合間に、手工
芸品や東北の特産品、パン、お菓子、温かいコーヒーや紅茶など、
あれこれ迷いながらのショッピングでちょっと一息。バザール出店
者とも会話を楽しみながらにぎやかな場となりました。

大 野 勝 敏 第１中部地区社会福祉協議会

林 幸 子 第 1北部地区社会福祉協議会
小 林 昌 子 関内地区社会福祉協議会
小 野 昭 子 同   上
小納谷 克 彦 同   上
奥 津 ヨシ子 同   上
伊 東 純 子 同   上
関 久 美 子 第２地区社会福祉協議会
青 沼 久美子 同   上
小 川 光 代 同   上
中 地 千穂子 同   上
岩 邉 あゆみ 同   上
小 室 良 子 第３地区社会福祉協議会
始 関 順 子 同   上
竹 間 輝 夫 同   上
手 塚 幸 子 同   上
石 渡 富美代 同   上
菊 地 三千代 同   上

米 田 祐 二 第３地区社会福祉協議会
内 野 豫  同 上
内 野 登美子  同 上
清 水 ミヨ子  同 上
大 島 節 子 本牧・根岸地区社会福祉協議会
茅 野 公 代  同 上
大 崎 洋 子  同 上
黒 川 秀 子  同 上
岩 田 稔 子  同 上
内 田 京 子  同 上
大 賀 直 子  同 上
早 坂 忠 雄 第６地区社会福祉協議会
中区いちょうの会 ボランティア活動
蛭 田 明 子  同 上
中 前 晴 子  同 上
永 井 等  同 上
小 林 ヒロミ  同 上

【ボランティア活動功労表彰】

【中区社会福祉協議会善意銀行感謝】

令和元年度 社会福祉大会で受賞された皆さま
【地区社会福祉協議会役員功労表彰】

村 田 由 夫 寿地区社会福祉協議会

（順不同・敬称略）

株式会社 横浜スタジアム 株式会社 村内ファニチャーアクセス
セブンスデー・アドベンチスト横浜キリスト教会 株式会社 江戸清
横浜簡宿事業協同組合 佐賀県物産市推進委員会

毎年春に開催される「大岡川桜まつり」にて、大岡川の桜を見ながら遊覧する“大
岡川乗船大会”に、障害当事者の方を無料で招待されています。当事者の方の社会
参加や交流の場にもなっています。Jackふくしバザール

開催しました！
Jackふくしバザール
開催しました！

永井 等さん ～ボランティア活動功労者～

受賞された方のひとことインタビュー

受賞されてひとこと
とても光栄なことです。これ（社会福祉大会）を機会に、もう少し、1年でも 2
年でも長く、こどもたちの笑顔に接していきたいとおもいます。

中区社会福祉協議会主催の講座受講生にて結成された中区いちょう
の会は、毎月中区福祉保健活動拠点にて手作り作品の制作活動を行っ
ており、毎年手作りの布おもちゃを横浜訓盲院に寄付されています。
その他、拠点内の装飾や布おもちゃの制作、修繕等を行い、長年に
わたり中区の地域福祉発展に寄与されています。

中区いちょうの会 ～ボランティア活動功労者～
受賞されてひとこと
活動を始めて10年が経ちました。手芸好きな仲間が、余っ
た時間と労力を障害のある子ども達にお役に立てればと活動
を続けてまいりました。
一針一針、針を進め、作品が出来上がったときの喜びと楽
しさが、若返る薬になったかもと自負しております。

表彰のようす

中区子ども食堂
ネットワーク
代表 梁田さん

中なかいいネ！
推進会議
川上委員長


